
・地域づくり計画について等

・ケアネットについて、行事の確認等

・健康マージャン大会　１月２２日(日)　ＡＭ９：００～　参加者１９名

・週１サロン　２月１２日(水)　ＡＭ１１：００～ＰＭ１：００

・通所型サービスＢ事業　　２月１４日（金)　ＡＭ９：３０～ＰＭ３：００

・部会議　１月２２日(水)　ＰＭ３：００～　　　参加者８名

♠部会報告♠

 ◎地域づくり部会

・部会議　１月２９日(水)　ＰＭ７：００～　　　参加者１３名

・視察研修会　２月１８日(火)　ＡＭ９：１５～　　　参加者９名

・講演会　２月１８日(火)　ＰＭ１：４５～　　　参加者１８名

 ◎福祉部会

視察研修会

講演会

広瀬徹也会長からは、民藝運動の第一人者である柳宗悦氏が、この南砺地方で感じた「自然」と「実用の美」が融合した

景観と念仏思想が、弟子の棟方志功の作風の変化に影響を与えていると気づかれたことから、城端別院善徳寺で「美の法門」

を執筆されるに至った経緯を話されました。さらに広瀬会長からは、蓑谷地域が心地よく感じるのは、人の手が入っていな

い原生の自然、人の手が入った自然、人の手で作りあげられた自然が融合していること。カイニョウが家屋を囲み、木造の

母屋、納屋、土蔵には左官職人が手掛けた土壁や漆喰などが見られる。特に細野と西明には田園風景の魅力と「実用の美」

がある。泥止めに水田や家屋の周囲に積み上げた玉石垣が多く見られ、なだらかに里山から医王山に向かって広がる田園風

景がとても心地よく、その石垣とみごとに融合された素晴らしい景観である。そこには名も無き石工職人の高度な技と「用

と美」「調和」「固有性」が見られ魅力である。これからも今のままの田園景観と自然を生かした地域づくりを続けてほし

いと話されました。稲塚権次郎と鉢蠟清香が完成させた水稲農林1号の遺伝子を持つイネが栽培され、そのワラで五穀豊穣を

祈る地蔵祭、左義長や獅子舞等の文化が継承されている蓑谷地区は、いつの日にかまた戻ってきて暮らしたいと思わせる、

ノスタルジックな雰囲気が醸し出されている地域なのだと気づかせていただいた講演会でした。 記：島田誠治（細野）

の

３月１４日(金)午後１時～午後3時

蓑谷交流センター（みずばしょう苑）

第２回 カラオケを楽しもう

・参加費 無料

・コーヒー＆お菓子付き

※ 前回、大好評 通所Bの方に喜ばれました。

蓑谷地域づくり協議会のイベントで農家研修に参加し、魚津市の「中島果樹園」「NOROSHI FARM」を訪れました。

講師：富山民藝協会会長 廣瀬徹也先生 演題：懐かしい未来

1軒目：中島果樹園

果樹農家として経営されている中島果樹園さんは、ご夫婦で試行錯誤しながら事業を拡大されてきたそうです。奥様が石川

県から移住されたということで、自身の経験とも重なり、とても共感する部分がありました。昔ながらの農業が根付く中で、

新しい道を切り開いていくお話に心を打たれ、挑戦を続ける姿勢がとても印象的でした。地域農業の可能性を広げていく力強

さに、感銘を受けました

2軒目：NOROSHI FARM

中山間地域で営農を続けながら、地域との関わりを大切にしている姿がとても印象的でした。地域を守り、想う強い気持ち

に共感するとともに、その姿勢に心が動かされました。同じような課題を抱えながらも、前向きに取り組まれている姿勢を見

て、自分自身の農業への向き合い方を改めて考えさせられる時間になりました。お昼には、おやきやおにぎりをご用意いただ

き、本当に美味しかったです！また、お店の雰囲気もとてもおしゃれで、「こんな素敵なお店が近くにあったらな…」と思う

ほど魅力的な空間でした。キッチンカーでも活動されているそうなので、ぜひ近くに来てほしいです！

今回の視察を通じて、自分の農業経営や地域との関わりについて改めて考える機会を得ました。とても勉強になった一日で

した！ 記：森田英（細野）


